


 



親愛なる東ティモール民主共和国の兄弟へ 

 

   

 

私たちは誇りを持って野菜栽培の教科書を贈ります。 

 

私達ドンカメプロジェクトのメンバーは 2016年から独立行政法人国際協力機構(JICA)草の根技術協力事

業を通じて東ティモール民主共和国ヴィケケ県にて活動を続けて来ました。 

私達は東ティモール民主共和国の人々を尊敬しています。独立を心から祝い、皆様の幸福や豊かな生活に

資する様々な技術力の向上に少しでもお役に立てればと思いドンカメプロジェクトをスタートしました。 

活動内容として、環境対策事業、稲作事業、畑作事業、養鶏事業、堆肥作り事業を行っています。 

この度、畑作事業を推進するに際して、日本の野菜栽培技術を東ティモール民主共和国の気候風土に合わせ、教科書を作成しました。 

制作は有機農家である小野寺幸絵さんを中心としたチーム全員で取り組みました。 

彼女とチーム全員の多大なる努力に心から感謝致します。 

ありがとうございます。 

 

農業は、私たちの生活と未来を支える基盤であり、その未来は今、私たちの手の中にあります。 

この教科書が、東ティモール民主共和国の農に関心を持つすべての方々にとって、貴重な情報源となることを願っています。 

 

 

日本国 

有限会社 ドンカメ 

代表取締役 

小久保 行雄 
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野菜栽培の基本　１　　　　　 苗置き場の準備と育苗管理

高さ80㎝

高さ80㎝

幅200㎝

種が雨で流れ出されたり、苗

が強い雨に打たれないように、

ハウスの中に苗置き場を作る。

木や竹などで苗を載せる枠を

作る。風通しを良くするため、

地面から80㎝くらい持ち上げ

る。

強い陽射しから

苗を守るために、

発芽し始めるま

で、寒冷紗をか

ける。

発芽し始めたら、

健全な苗に育て

るために陽にあ

てる。

種を蒔いて覆土を

したセルトレイ

寒冷紗

ビニールハウス

竹

木
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野菜栽培の基本　２ 土の採取、播種、発芽まで

①土を取る ②土をふるう ③土を入れる ④種を蒔く ⑤覆土をする ⑥水をかける ⑦発芽

苗を育てるために、
肥えてた畑の土を取
る。
土の表面には雑草
や、その種があるの
で、表面の土を３㎝
取り除き、その下の
土を採取する。

集めた土を少しずつ
ふるって、大きめの
容器に入れる。
土を細かくふるう事で、
苗箱の中の土が均
一になり発芽が良く
なる。

ふるった土をセルトレ
イに入れる。表面が
平らになるように手で
良く押さえる。

セルトレイのマスの
真ん中に、指で種を
蒔くための穴を開け
る。
穴に種を１粒ずつ蒔
く（小松菜は３粒ず
つ）。

ふるった土で覆土を
する（種が見えなくな
るように土をかける）。
セルトレイから土が
あふれないように、
手で良く押さえる。
蒔いた日付と、野菜
の名前を書いた札を
立てる。

ジョウロで優しく水を
かける。
下から水が染み出る
くらいたっぷりかける。
乾燥と強い陽射しか
ら守るために寒冷紗
で覆いをかけ、ハウ
ス内の苗床に置く。

芽が出始めたら寒冷
紗を取り、良く日にあ
てる。
毎朝たっぷり水をや
る。
土が乾いた時は昼に
も水をやる。
水をやり過ぎると、徒
長したり立ち枯れ病
になったりするので、
やり過ぎに注意。

健全な苗を使う
・茎が短い
・葉が大きい
・緑が濃い

徒長した苗は使わない
・茎が長くヒョロヒョロ
・茎が白く病弱
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野菜栽培の基本　３ 鉢上げ

①鉢上げのタイミング ②ポットに土を詰める ③セルトレイから苗を抜く ④ポットの土に穴を開ける ⑤苗をポットに植える ⑥水をやる ⑦定植までの管理

双葉の間から本葉が
出てくるので、本葉
が出始めたら鉢上げ
をする。

集めた土を少しずつ
ふるい、大きめの容
器に入れる。
ポットに土を入れて
地面に底を当てて、
土をよく詰めながら、
8分目くらいまで入れ
る。

釘の背などでセルト
レイの底の穴から苗
を押して、根崩さない
ように優しく苗を取り
出す。

ポットに詰めた土に、
指で、苗を植えるた
めの穴をあける。

セルトレイの苗をポッ
トの土にあけた穴に
埋めたら、まわりの
土と良く密着するよう
に軽く押さえる。

苗を日の当たる場所
に置き、ジョウロで優
しく水をかける。
植え替えた直後は下
から水が染み出るく
らいやる。
毎日水をやる。

本葉が4～5枚になる
まで育てる。
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野菜栽培の基本　４ 定植

①定植のタイミング ②畑を耕して畝を作る ③苗に水を吸わせる ④ポットから苗を取り出す ⑤畑に植える ⑥畝を草やワラで覆う ⑦果菜類は支柱を立てる

本葉が4～5枚に
なったら畑に植え
る。

畑を耕して畝を作
る。
雨季は畝を高く作
る。

バケツにたっぷり
の水を用意し、苗
をポットごと水に浸
ける。
土から空気が出な
くなるまでたっぷり
水を吸わせる。

苗の根を崩さない
ように、手を添えて
ポットをさかさまに
して、ゆっくり苗を
取り出す。

畝に穴を開けて、
苗を植え、周りの
土と密着させるよう
に手で軽く鎮圧す
る。

根元の乾燥と雑草
を防ぐために、畝
に草やワラを敷く。

苗が倒れないよう
に支柱を立てる。
支柱と茎の間を八
の字に紐で結ぶ。

雨季

乾季

乾季の定植の時
は、深めに穴を
掘り、穴の底に
苗を植える。さ
らに敷き藁を敷
いて乾燥を防ぐ。
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野菜栽培の基本　５ 　　　　自家採種

　自家採種の意義

　自家採種の注意点
　・F1（一代交配）種子は自家採種しても品質が保てないので、F1でない作物から採種する

　・１人で種を採り続けると多様性が保たれなくなるので、時々仲間同士で種を交換しあう

　・たくさんの作物の種を採るのは大変なので、仲間で分担して作物を種採りし、それを分け合う

　・種は密封容器に入れて冷暗所で保管する

　自家採種のポイント
　・形が良い、虫がつかない、生育が良い、味が良いなど、良い品質のものを選んで種採りをする

　・アブラナ科の作物は種類が多く、交配しやすいので、別の場所に植え替えて種採りする

　・自分の好みの味や形の作物を育てることができる

　・その土地の地質や気候に合った作物を育てることができる

　・種を毎回買わなくても良い

　・少し違う形や味などの物も取り混ぜながら、多様性を重視して採種用の作物を選ぶ

　・アブラナ科の作物は、自分の花だけでは種が出来ないので、種採りする時は２０株選んで種用にする

-8-



　・実が完熟するまでそのままにすればよいので、比較的種採りしやすい

　・種を取り出したら、良く洗って、良く乾かして、袋やビンで密封して冷暗所に保管する

果菜類（トマト、ナス、ピーマン、トウガラシ、キュウリ、カボチャなど）

葉菜類（ハクサイ、キャベツ、小松菜、クウシンサイなど）

　・アブラナ科の作物が多いので、交雑しないように注意する

　・アブラナ科は自分１株の花だけでは受粉できないので、２０株選んで、交雑を避けるために別の場所に植え替
える。花を咲かせ、種が出来て、枯れたら刈り取り、束ねて縛って逆さに吊るし、よく乾燥させる。たたいて種を取
り出し、篩にかけてごみを取り除き、良く乾燥させてから袋やビンに密封して冷暗所に保管する
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　・多様性を重視して種採りをする。

　・良い種を残していくために、種用の株を選抜し、塩水選などして実が大きく充実したものを選んでいく

穀物類（稲、麦、豆、トウモロコシなど）

　・サツマイモは、芽出しをし、茎を切って畑に植える。

根菜類（人参、ジャガイモ、サツマイモ、サトイモ、エシャロットなど）

　・穀物類は、収穫したものがそのまま種になるものが多い

　・人参は、種が出来るまで時間がかかるので、収穫しながら、生育や味、形の良いものを、種用に取り分けて、
別の場所に植え替える、または１区画を種用に残す

　・ジャガイモやサトイモは、収穫したイモが種になる。休眠期間があり、収穫後しばらく芽が出ないので、芽が出
るのを確認してから種として使う。

　・人参は花を咲かせ、種が出来て、枯れたら刈り取り、束ねて縛って逆さに吊るし、よく乾燥させる。たたいて種を
取り出し、篩にかけてごみを取り除き、さらに良く乾燥させて、袋やビンに密封して冷暗所で保管する。

人参の花
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野菜栽培の基本　６ 適期適作

　・季節にそぐわない野菜を育てると、生育しなかったり、病害虫で枯れてしまったりする。

種まき 植え付け

例　ディリ

の天気と湿

度、降水量

の推移

雨季

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 11月 12月

　・野菜は種類によって、発芽適温や生育適温が違う。

  ・野菜の生育適期を知ると、農薬を使わずに状態の良い野菜を育てることが出来る。

野菜の栽培暦

　　　　雨季
転換期（雨は減ってくるが

湿度と温度はまだ高い）
　　　　　　乾季

転換期（雨はそれほど多く

ないが湿度と温度高い）

トマト
収穫（ハウス）

ナス

10月９月

収穫

種まき

植え付け（ハウス）

種まき

植え付け

収穫
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雨季

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 11月 12月

（雨季はハウス） 植え付け （乾季は露地） （雨季はハウス）

（雨季はハウス） 収穫 （乾季は露地） （雨季はハウス）

収穫

種まき

転換期（雨は減ってくるが

湿度と温度はまだ高い）
　　　　　　乾季

転換期（雨はそれほど多く

ないが湿度と温度高い）

スイカ

カボチャ

種まき

植え付け

収穫

種まき

植え付け

収穫

クウシンサイ

収穫

種まき

植え付け

トウガラシ

オクラ

キュウリ

　　　　雨季

種まき

植え付け

収穫

ハヤトウリ

ゴーヤ

種まき

９月 10月

植え付け

収穫

種まき

植え付け

収穫

種まき

植え付け
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雨季

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 11月 12月

エシャロット

種まき

植え付け

収穫

レタス

種まき

植え付け

収穫

パクチョイ

種まき

植え付け

収穫

ニンジン

種まき

収穫

ハクサイ

種まき

植え付け

収穫

キャベツ

種まき

植え付け

収穫

小松菜

種まき

植え付け

収穫

バイアム

収穫

種まき

植え付け

　　　　雨季
転換期（雨は減ってくるが

湿度と温度はまだ高い）
　　　　　　乾季

転換期（雨はそれほど多く

ないが湿度と温度高い）

９月 10月
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雨季

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 11月 12月

栽培適期

スイカ、サツマイモ、サトイモ

バイアム 15～35

主な作物

小松菜、キャベツ

ハクサイ、レタス、

ジャガイモ

ニンジン

トマト 20～25

乾季

通年
カボチャ、パクチョイ、

エシャロット

サツマイモ

伏せこみ芽出し

植え付け

　　　　雨季
転換期（雨は減ってくるが

湿度と温度はまだ高い）
　　　　　　乾季

転換期（雨はそれほど多く

ないが湿度と温度高い）

収穫

９月 10月

ジャガイモ 植え付け

サトイモ

芽出し

植え付け

収穫

収穫

ササゲ

種まき

植え付け

トウモロコシ

15～25

クウシンサイ 25～30
15～20

野菜の生育適温

主な作物 生育適温 栽培適期 生育適温

種まき

収穫

収穫

ナス、キュウリ 23～28

25～30

ハヤトウリ 20～22

10～35

トウガラシ、オクラ、

トウモロコシ、ゴーヤ
20～30

15～22

20～25

ササゲ
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野菜栽培の基本　７ 　　　　　輪作

　輪作とは

　・同じ場所に同じ作物を栽培し続けると、「連作障害」が起きて病虫害が発生しやすくなる。なん箇所かの畝をまわして、
作る野菜を変えたり、畑の中を区切り色々な作物を交代で作ることを「輪作」という

　・野菜の品種によって、連作しても問題ないもの、連作すると障害が出やすいものがある。

　・違う野菜でも、科が同じだと「連作障害」が起こることがあるので、野菜の科についてもよく理解する。

　・野菜のほかに、輪作にイネ科やマメ科の穀物を取り入れると、より土が良くなり、野菜の生育も良くなる

・「連作障害」とは、同一作物（同じ科の作物）を同じ圃場で
繰り返し栽培することによって、生育不良となり、収量が落
ちること。

〇ナス科・・・・・・・・・・・・トマト、ナス、ピーマン、ジャガイモ
〇ウリ科・・・・・・・・・・・・・キュウリ、スイカ、カボチャ、ゴーヤ
〇マメ科・・・・・・・・・・・・・大豆、小豆、ササゲ、インゲン
〇アブラナ科・・・・・・・・・小松菜、ハクサイ、キャベツ
〇ヒユ科・・・・・・・・バイアム
〇ヒガンバナ科・・・・・・・エシャロット
〇セリ科・・・・・・・・・・・・・人参、セロリ
〇キク科・・・・・・・・・・・・・レタス
〇ヒルガオ科・・・・・・・・・サツマイモ、クウシンサイ
〇サトイモ科・・・・・・・・・・サトイモ

連作障害の小松菜健全な小松菜

野菜の科の分類 連作障害
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出にくい 連作障害 出やすい

カボチャ

レタス

サツマイモ
トウモロコシ

人参 小松菜

ハクサイジャガイモ

キュウリ

サトイモ

トウラガシ
ナス

スイカ

エシャロット

トマト

ササゲ

クウシンサイ

バイアム ハヤトウリ
パクチョイ キャベツ

ゴーヤオクラ

連作障害の出やすい野菜、出にくい野菜
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  輪作のやり方

1年目1～6月（雨季） 1年目7～12月（乾季）

2年目1～6月（雨季） 2年目7～12月（乾季）

畑の同じ場所に、同じ作物を何回も栽培しない。
例えば、小松菜を栽培したら、その後には小松菜以外、また小松菜と同じアブラナ科以外の作物、トマトなどを栽
培する。

ハウス１ ハウス２

畑１ 畑２
畑３ 畑４

ササゲクウシンサイ トマト トウラガシ

ハウス１ ハウス２

畑１ 畑２
畑３ 畑４

トマトトウラガシ ナス スイカ

ハウス１ ハウス２

畑１ 畑２
畑３ 畑４

小松菜 ササゲ トマト ハクサイ

ハウス１ ハウス２

畑１ 畑２
畑３ 畑４

ハクサイ 小松菜 ササゲトマト
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１．良い土を作る

３．土の表面を草やワラで覆う

野菜栽培の基本  ８                                  重要ポイント

２．丈夫な苗を育てる

堆肥を畑に入れて、有機物や微生物の豊かな土づくりをすると、作物が元気

に育ち、農薬を使わなくても野菜が育つようになる。

日本には「苗半作」という言葉がある。

丈夫な苗づくりで野菜栽培の半分は決まるということ。

苗箱に種をまき、日に当てて元気な野菜を育てる。

自家採種をして、その土地にあった作物を、季節に合わせて種まきする。

野菜の根元には草やワラを敷いて、水分を保持し、微生物を守り、野菜が

根をしっかり張れるように豊かな土壌環境を整えると、病害虫に負けなく

なる。
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４．日当たりと風通しを良くする

５．適期適作

６．混植（組み合わせ）

野菜の畝間や株間が狭いと、病害虫が発生しやすくなる。

畝間、株間を広くして、野菜に太陽の光が当たり、風通しが良くなるようにす

る。

野菜は種類によって生育に適した温度や湿度がある。

その土地にあった作物を、季節に合わせて種まきすると、病害虫が発生しにくい。

１種類の野菜だけでなく、色々な種類の野菜を畑に植えると、害虫を食べる虫

（益虫）や、病気を防ぐ菌が増えて、病害虫が発生しにくくなる。

相性の良い野菜を一緒に植えるとどちらも良く育つ。

組み合わせの例

トウモロコシ＋マメ科の野菜（大豆、ササゲなど）・・・害虫を予防

トウモロコシ＋カボチャ・・・・畑の空間の有効利用

乾季 雨季
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７．益虫（役に立つ虫たち）

８．よく観察する

９．自家製防虫剤や殺菌剤

益虫とは、、、

野菜の害虫を食べてくれる虫を益虫という。

農薬を使わずに野菜を栽培していると、畑の生物がだんだん豊かになってくる。

畑の周りにトウモロコシを植えると、益虫の住処になる。ハーブは益虫を増やす効果がある。

代表的な益虫

テントウムシ

テントウムシは、成虫
も幼虫もアブラムシを
食べる。

カマキリ

アブラムシ、バッタや
カメムシ、イモムシな
ど様々な害虫を食べる。

カエル

イモムシを食べる。

ハチ

イモムシやガなどを食べ

クモ

様々な昆虫を食べる。

野菜も人間と同じ生き物なので、土や環境を整えれば元気に育つ。

病害虫が発生するのは、原因があるはずなので、良く観察する。

「風通しは良いか？」「水はけは良いか？根腐れを起こしていないか？」「同じ作物を同

じ場所に作り続けて、害虫が増えていないか？」「天気や気温はどうか？」「畑に益虫が

いるか？」など、常に野菜の様子を観察しよう。

化学農薬では最終的な解決にはならないので、出来るだけ使用を控える。病害虫が発生し

た場合は、昔から伝わる植物の抽出液などを使って対応する（トウガラシエキスや酢な

ど）。
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࿥ 堆肥の製造と利活用 
 

 
 



堆肥の製造と利活用　１ 堆肥の作り方

・堆肥とは、ワラやもみ殻、草などの植物、鶏糞、牛糞、豚糞などの動物糞を堆積し発酵させたもの
・堆肥には、植物が生育するための大切な養分や微生物が多く含まれている
・堆肥を畑に使うと、土が柔らかくなり、野菜がよく育つようになる

④完成①堆肥枠を用意する ②材料を入れる ③切り返し

×8枚

150cm

50cm
25cm

15cm 15cm板の厚さ

板を切って、組み合わせて、四角の枠を作
る。
切り返しをしたり、高く積んだりするために、
枠は２組作る。

堆肥の枠を２段重ねて、その中に材料を入
れる。
材料を入れるたびに、必ず大きな葉で蓋を
する。
枠いっぱいになるまで材料を入れる。
表面が乾いていたら水をかける。

堆肥の材料になるもの、、、、、
葉、草、腐葉土、草木灰、野菜の皮、果物の
皮、ワラ、もみ殻、魚の骨、牛糞、鶏糞、豚
糞、ヤギ糞、馬糞など

枠を外し、別の場所に枠を置き、中にあった
堆肥を良く混ぜながら空の枠の中に入れる。
切り返しをすると、微生物が良く働き、発酵
が進む。
表面が乾燥していたら水をかける。
3回以上切り返す。

切り返しを3回以上
行い、4ヶ月経った
ら使用できる。

落ち葉 モミガラ

ワラ

家畜糞

草

生ごみ
腐葉土
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堆肥の製造と利活用　２ 堆肥の使い方

・野菜を植える前に堆肥を畑に鋤き込むことを「元肥」という
・野菜の生育を見て、肥料が足りなそうな場合に肥料を追加することを「追肥」という
・堆肥に野菜の葉や根が触ると焼けることがあるので、土と良く混ぜる。追肥の時は、堆肥が根に触らないようにする。

①畑に撒く（元肥） ③定植 ⑤効果④追肥②畑にすき込む

野菜の生育途中で、葉が黄色くなる時
は、肥料が足りない場合が多い。
野菜の葉や根に堆肥が触ると葉や根
が焼けるので、株元から少し離した土
の上に堆肥を撒く。
野菜の生育を促すために、堆肥に被
せるように土をかけてもよい。

出来上がった堆
肥を畝に均等に
散布する。

スコップや鍬を使い、畝の土の中に堆
肥を良く鋤き込む。
耕運機がある場合は、耕運機で耕して
堆肥を土に良く鋤き込む。
堆肥を鋤き込んだら、１週間は定植しな
い。

野菜の生育が良くな
る。
野菜の根が広く張れ
るようになり、丈夫に
育つ。
微生物が増えて、野
菜が病気に強くなる。
土がふかふかになり、
保水性、排水性が良
くなる。

スコップや鍬 耕運機鍬

堆肥を入れたら1週
間以上あけて野菜
を定植する。
（野菜栽培の基本
４．定植 参照）

堆肥なし 堆肥あり

苗の植穴を深
めに掘る。

堆肥をひとつか
み入れる。

苗の根と肥料が
触れないように、
土を入れる。

苗を穴に入れて、
周りに土を入れ
て手でよく押さ
える。

つぼ肥え（堆肥の量が限られてる時の元肥のやり方）鍬

野菜の株と株の間
に穴を掘り、肥料
をひとつかみ入れ、
土をかける。

少ない堆肥を有効に使うための追肥のやり方
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࿦ 野菜栽培管理表 

 

 

 



1

　・葉が３枚出ると実が付き、それを１段と数え、８段目まで収穫できるように育てる

トマト 果菜類 ナス科
栽培のポイント

　・トマトは雨に弱いのでハウス栽培をする。

　・トマトは肥料分の少ない畑を好む。

収穫 種採り

　・自家採種して、土地の気候や土質に適応したトマトを育てる

播種 移植 定植 支柱立て 芽かき誘引

種を一粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
する。
下から染み出るまで水
をかける。
寒冷紗をかける。
芽が出始めたら寒冷紗
を取る。

本葉が出てきたらポット
に移植する。
ポットの８分目くらいまで
土を詰める。
苗を入れる穴を開け、丁
寧に植え替える。

本葉が4、5枚出たら畝
に植える。
バケツに水を用意する。
ポットを水に沈め、水を
吸わせてから植える。

定植時に２ｍくらいの支
柱を立てる。
根を傷めないように茎と
支柱は５㎝離して刺す。
支柱と茎の間を八の字
に紐で結ぶ。

葉の付け根から出てく
るわき芽を取る。
ハサミを使うと病気が伝
染するので手で折り取
る。
わき芽は再び出てくる
のでこまめに芽かきを
する。
伸びた茎は30㎝おきに
支柱に結ぶ。

①育ちの良いトマトの実
を選び収穫せずに残し
ておく。
②完熟したら収穫する。
③実をつぶして水の中
で良く洗い種を取り出す。
下に沈んだ種を選ぶ。
④種を良く乾燥させ、密
封して冷暗所に保管す
る。

双葉
本葉

本葉

トマトの種

実が赤くなったら収穫す
る。

セルトレイ ポット 畝

株間60㎝
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2 ナス 果菜類 ナス科
栽培のポイント
　・ナスは生育期間が長く、肥料を多く必要とするので、肥えた畑に植える

　・大きくなると折れたり倒れたりするので、支柱を立てて支える

収穫 種採り

　・葉にたくさん日が当たり、栄養を作って実が大きくなるので、茂ってきたら適度に剪定する

　・自家採種して、土地の気候や土質に適応したナスを育てる

播種 移植 定植 支柱立て 芽かき誘引

定植時に２ｍくらいの支
柱を立てる。
根を傷めないように茎と
支柱は５㎝離して刺す。
支柱と茎の間を八の字
に紐で結ぶ。

太い枝を３本残して下の
わき芽は摘み取る。
枝が伸びたら斜めに支
柱を３本立てて結ぶ。

本葉

本葉

ナスの種

３本の枝を伸ばすため
に、一番目の実は小さな
うちに取る。
２番目以降も早めに収
穫する。

セルトレイ ポット 畝

双葉

株間60㎝

畝幅100㎝

種を一粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。芽
が出はじめたら寒冷紗
を取る。

本葉が出てきたらポット
に移植する。
ポットの８分目くらいま
で土を詰める。
苗を入れる穴を開け、
丁寧に植え替える。

本葉が4、5枚出たら畝
に植える。
バケツに水を用意する。
ポットを水に沈め、水を
吸わせてから植える。

①育ちの良いナスの実
を選び収穫せずに残し
ておく。
②完熟したら収穫する。
③実を割って種を取り
出し、水の中で良く洗う。
下に沈んだ種を選ぶ。
④種を良く乾燥させ、密
封して冷暗所に保管す
る。
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3 トウガラシ 果菜類 ナス科
栽培のポイント
　・水捌けが良く肥沃な土壌を好む

　・根が浅いので倒れやすく、茎が柔らかく折れやすいので、支柱を立てて育てる

収穫 種採り

　・茎や葉を大きく育てるために１番果は早めに摘み取る

　・自家採種して、土地の気候や土質に適応したトウガラシを育てる

播種 移植 定植 支柱立て 芽かき誘引

トウガラシの種

本葉

双葉

セルトレイ ポット 畝

種を一粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。
芽が出はじめたら寒冷
紗を取る。

本葉が出てきたらポット
に移植する。
ポットの８分目くらいまで
土を詰める。
苗を入れる穴を開け、丁
寧に植え替える。

本葉が4、5枚出たら畝
に植える。
バケツに水を用意する。
ポットを水に沈め、水を
吸わせてから植える。

定植時に２ｍくらいの支
柱を立てる。
根を傷めないように茎と
支柱は５㎝離して刺す。
支柱と茎の間を八の字
に紐で結ぶ。

太い枝を３本残して下の
わき芽は摘み取る。
枝が伸びたら斜めに支
柱を３本立てて結ぶ。

３本の枝を伸ばすため
に、一番目の実は小さな
うちに取る。
２番目以降も早めに収
穫する。

①育ちの良いトウガラシ
の実を選び収穫せずに
残しておく。
②完熟したら茎ごと収穫
し、しばらく吊るして干す。
③実を割って種を取り出
す。
④種を良く乾燥させ、密
封して冷暗所に保管す
る。

株間60㎝
畝幅100㎝
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4 キュウリ 果菜類 ウリ科
栽培のポイント
　・支柱を立ててネットを張り、這わせる

　・大きく育てるために、一番果は早めに収穫する

収穫 種採り

　・自家採種して、土地にあったキュウリを育てていく

播種 移植 定植 摘芯誘引

キュウリが目の高さくら
いに育ったら主枝を切り、
わき芽を伸ばすとたくさ
ん実がつく。
支柱とネットを立ててつ
るを這わせると収穫しや
すい。

親づるを大きく育てるた
めに、最初の数本は、実
が小さいうちに収穫する。
枯れた葉や、葉が込み
合っている場所は葉を
切り取る。

キュウリの種

実が大きくなったら、早
めに収穫する。

セルトレイ ポット 畝

株間50㎝

畝幅100㎝

双葉

本葉

本葉

種を一粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。芽
が出はじめたら寒冷紗
を取る。

本葉が出てきたらポット
に移植する。
ポットの８分目くらいま
で土を詰める。
苗を入れる穴を開け、
丁寧に植え替える。

本葉が4、5枚出たら畝
に植える。
バケツに水を用意する。
ポットを水に沈め、水を
吸わせてから植える。

①育ちの良いキュウリの
実を選び収穫せずに残
しておく。
②黄色く完熟したら収穫
する。
③実を割って種を取り出
し、水の中で良く洗う。
下に沈んだ種を選ぶ。
④キュウリの種は、実の
上部よりも下部に良い種
が入っている。
⑤種を良く乾燥させ、密
封して冷暗所に保管す
る。

-28-



5 オクラ 果菜類 アオイ科
栽培のポイント
　・オクラは優れた緑黄色野菜で栄養が豊富

　・生でも食べられ、炒めてもゆでても揚げてもおいしい

収穫 種採り

　・収穫が遅れて実が大きくなると固くなるので、早めに収穫する

　・自家採種して、土地の気候や土質に適応したオクラを育てる

　・丸鞘、五角形、八角形、赤オクラなど、色々な種類がある

播種 定植 支柱立て、剪定

オクラは１つのポットに３
粒種を蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。
芽が出はじめたら寒冷
紗を取る。

本葉が2、3枚出たら畝に植える。
バケツに水を用意する。
ポットを水に沈め、水を吸わせてから植える。

①育ちの良いオクラの
実を選び収穫せずに残
しておく。
②実が乾いて茶色に
なったら収穫する。
③実を割って種を取り出
す。
く乾燥させて貯蔵する。
④種を良く乾燥させ、密
封して冷暗所に保管す
る。

オクラの種

ポット
畝

株間50cm

株間70㎝

畝幅100㎝

オクラが大きくなる前に、畝の周りを支柱と紐で囲
い、倒れないようにする。
枯れた葉や、葉が込み合っている場所は葉を切り
取る。

本葉

双葉

樹を大きくするために、
一番目の実は小さなうち
に取る。
２番目以降の実も、5～8
㎝くらいで早めに収穫す
る。
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6 スイカ 果菜類 ウリ科

種採り播種 移植 定植

　・自家採種して、土地の気候や土質に適応したスイカを育てる

栽培のポイント

収穫

　・スイカは乾燥した土地で育てると甘くなるので、乾季に育てる

　・葉にたくさん陽をあてると栄養が作られておいしくなる

　・敷き藁をして、広い畑でのびのびと育てる

敷き藁と摘芯 受粉等管理

本葉5，6枚で親づるを
切る。
ワラを敷いて、乾燥防止
と生育を助ける。

花が咲いたら朝9時まで
に、おしべを取って、め
しべにつける。
棒などに受粉の日を書
いて立てておくと収穫日
の目安になる。

①生育が良く、食べて
おいしいスイカの種を、
次に育てるスイカの種
にする
②種の周りのぬめりが
なくなるまで良く洗う。
③種を良く乾燥させ、密
封して冷暗所に保管す
る。

スイカの種

花が咲いてから40日ほ
どで収穫する。
実が十分大きくなり、巻
きひげが半分ほど枯れ
てきたら収穫時期。

セルトレイ ポット 畝

株間80㎝

畝幅100㎝

本葉
種を一粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
する。
下から染み出るまで水
をかける。
寒冷紗をかける。
芽が出始めたら寒冷紗
を取る。

本葉が出てきたらポット
に移植する。
ポットの８分目くらいま
で土を詰める。
苗を入れる穴を開け、
丁寧に植え替える。

本葉が4、5枚出たら畝
に植える。
バケツに水を用意する。
ポットを水に沈め、水を
吸わせてから植える。

双葉 本葉

スイカのわき芽は３本仕立てにして、そのほ

かのわき芽は取り除く。1本のツルに付ける

実は1つにし、他の実は取り除く。
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7

種採り播種 移植 定植

　・トウモロコシの根元に植えると、畑の有効利用になる

カボチャ
栽培のポイント

収穫

　・カボチャは根を広く張り自分で土の中の肥料を集めるので、やせた土地でも良く育つ

　・湿気に弱いので、水はけのよい場所で育てる

　・自家採種して、土地の気候や土質に適応したカボチャを育てる

敷き藁と摘芯 受粉等管理

果菜類 ウリ科

カボチャの種

セルトレイ ポット 畝

雄花は、

花の下が

膨らんで

いない

雌花は、花の
下が膨らんで
小さなカボチャ
がついている

双葉

本葉

本葉

本葉5，6枚で親づるを
切る。
ワラを敷いて、乾燥防止
と生育を助ける。

株間80㎝

畝幅100㎝

種を一粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。芽
が出はじめたら寒冷紗
を取る。

本葉が出てきたらポット
に移植する。
ポットの８分目くらいまで
土を詰める。
苗を入れる穴を開け、丁
寧に植え替える。

本葉が4、5枚出たら畝
に植える。
バケツに水を用意する。
ポットを水に沈め、水を
吸わせてから植える。

花が咲いたら朝9時まで
に、おしべを取って、め
しべにつける。
棒などに受粉の日を書
いて立てておくと収穫日
の目安になる。

①生育が良く、食べてお
いしいカボチャの種を、
次に育てるカボチャの
種にする
②種の周りのぬめりが
なくなるまで良く洗う。
③種を良く乾燥させ、密
封して冷暗所に保管す
る。

花が咲いてから40日ほ
どで収穫する。
実が十分大きくなり、実
と茎をつないでいる「ヘ
タ」がコルク化したら収
穫時期。
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収穫 種採り

　・ハウスの周り、鶏小屋の周り、家の周りなどに這わせて日よけにしても良い

播種 移植 定植 摘芯誘引

ゴーヤ 果菜類 ウリ科
栽培のポイント
　・支柱を立ててネットを張り、這わせて栽培する

　・自家採種して、土地にあったゴーヤを育てていく

ゴーヤの種

セルトレイ ポット 畝

株間70㎝

畝幅100㎝

双葉

本葉

本葉

種を一粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。
芽が出はじめたら寒冷
紗を取る。

本葉が出てきたらポット
に移植する。
ポットの８分目くらいまで
土を詰める。
苗を入れる穴を開け、丁
寧に植え替える。

本葉が4、5枚出たら畝
に植える。
バケツに水を用意する。
ポットを水に沈め、水を
吸わせてから植える。

ゴーヤが目の高さくらい
に育ったら親づるを切り、
わき芽を伸ばすとたくさ
ん実がつく。
支柱とネットを立ててつ
るを這わせると収穫しや
すい。

親づるを大きく育てるた
めに、最初の数本は、実
が小さいうちに収穫する。
枯れた葉や、葉が込み
合っている場所は葉を
切り取る。

実が大きくなったら、早
めに収穫する。

①育ちの良いゴーヤの
実を選び収穫せずに残
しておく。
②黄色く完熟したら赤い
実を取り出し、水の中で
良く洗う。
③種を良く乾燥させ、密
封して冷暗所に保管す
る。
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9 ハヤトウリ 果菜類 ウリ科
栽培のポイント
　・一つのハヤトウリから５メートル以上つるが伸び、100個以上収穫できる

　・1月頃植えて、４月頃収穫する

収穫 種採り敷き藁植え付け

　・自家採種して、土地の気候や土質に適応したハヤトウリを育てる

　・青い種類と、白い種類がある

芽出し 棚作り 摘芯

ハヤトウリの種

畝ダンボールや
切ったペットボトル

大きい容器に土を入れ、
ハヤトウリを半分埋める。

本葉が4～5枚出たら畝
に植える。

管理や収穫がしやすいように、
棚を作って這わせる。

ワラを敷いて、乾燥防
止と生育を助ける。

ハヤトウリは、孫蔓に
実がつく。
蔓が30㎝伸びたら蔓
の先を切る。
さらに1ｍ伸びたら再
び先を切る。

花が咲いてから20日ほ
どで収穫できる。
実が大きくなったら、早
めに収穫する。

①育ちの良いハヤトウリ
の実を選び収穫せずに
残しておく。
②種用の実は開花から2
か月で収穫する。
③保存する時は、モミガ
ラを入れた箱にハヤトウ
リを埋めて、冷暗所で保
管する。

高さ30㎝
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10 クウシンサイ 葉菜類 ヒルガオ科
栽培のポイント
　・わき芽が出るので何度も収穫できる。

　・肥料が少ない土地でも育てやすい

　・密植すると病虫害が発生するので、株間を広く取り風通しを良くする

　・クウシンサイとサツマイモは同じヒルガオ科なので、離れた場所で栽培する

播種 定植 土寄せ 収穫 種採り

クウシンサイの種

①育ちが良い株を種採り用に選ぶ。
②花が咲き、実が出来るまで収穫せずに残す。
③実が乾いてきたら刈り取る。束ねて風通しの良
い場所に吊るす。良く乾いたらシートの上でたたい
て種を取り出す。
④良く乾燥させ、密封して冷暗所で保管する。

セルトレイ 畝

双葉

株間40㎝

株間40㎝

畝幅100㎝

種を一粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。
芽が出はじめたら寒冷
紗を取る。

本葉が3，4枚になったら畝に植える。
定植時にセルトレイに下から水が染
み出るくらい水をかける。

本葉が５～６枚になったら株間の土
を根元に寄せる。
通気性と排水性が良くなり、株元が
しっかりし、良く育つ。

高さが30㎝になったら,、
下の葉を３枚ほど残して
主枝を切る。
わき芽が出て、たくさん
収穫できる。
やわらかいうちに早め
に収穫する。
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種採り定植 土寄せ

　・暑さと乾燥に強い

　・わき芽が出るので何度も収穫できる

　・赤い葉の品種と、緑の葉の品種がある

播種 収穫

葉菜類 ヒユ科
栽培のポイント

　・栄養価がとても高く、妊婦や産後の女性が食べると良い

バイアム

バイアムの種

セルトレイ 畝

双葉

株間40㎝

株間40㎝

畝幅100㎝

種を一粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。
芽が出はじめたら寒冷
紗を取る。

本葉が3，4枚になったら畝に植える。
定植時にセルトレイに下から水が染
み出るくらい水をかける。 本葉が５～６枚になったら株間の土

を根元に寄せる。
通気性と排水性が良くなり、株元が
しっかりし、良く育つ。

高さが30㎝になったら,、
下の葉を３枚ほど残して
主枝を切る。
わき芽が出て、たくさん
収穫できる。
やわらかいうちに早めに
収穫する。 ①育ちが良い株を種採り用に選ぶ。

②花が咲き、実が出来るまで収穫せずに残す。
③実が乾いてきたら刈り取る。束ねて風通しの良
い場所に吊るす。良く乾いたらシートの上でたた
いて種を取り出す。
④良く乾燥させ、密封して冷暗所で保管する。
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　・密植すると病虫害が発生するので、株間を広く取り風通しを良くする

　・アブラナ科の野菜は連作すると病虫害が発生するので、輪作する

播種 定植 土寄せ 収穫 種採り

小松菜 葉菜類 アブラナ科
栽培のポイント
　・生育期間が短いので早く出荷できる

　・肥料が少ない土地でも育てやすい

小松菜の種

小松菜の大きさが25㎝
くらいになったら収穫す
る。

畝幅100㎝

株間20㎝

株間20㎝

双葉

セルトレイ 畝

種を三粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。
芽が出はじめたら寒冷
紗を取る。

本葉が3，4枚になったら畝に植える。
定植時にセルトレイに下から水が染
み出るくらい水をかける。

本葉が５～６枚になったら株間の土
を根元に寄せる。
通気性と排水性が良くなり、株元が
しっかりし、良く育つ。

①育ちが良い20株を種採り用に選ぶ。
②花が咲き、実が出来るまで収穫せずに残す。
③実が乾いてきたら刈り取る。束ねて風通しの良
い場所に吊るす。良く乾いたらシートの上でたた
いて種を取り出す。
④良く乾燥させ、密封して冷暗所で保管する。
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種採り

　・アブラナ科の野菜は連作すると病虫害が発生するので、輪作する

　・結球するものと、半結球のものがある

播種 移植 定植 追肥土寄せ 収穫

キャベツ 葉菜類 アブラナ科
栽培のポイント
　・肥沃な土地を好むので、有機物で肥やした畑で育てる

　・密植すると病虫害が発生するので、株間を広く取り風通しを良くする

キャベツの種

株間60㎝

株間60㎝

畝幅100㎝

結球したキャベツを上
から押して、固くなって
きたら早めに収穫する。双葉

セルトレイ ポット 畝

種を一粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。芽
が出はじめたら寒冷紗
を取る。

本葉が出てきたらポット
に移植する。
ポットの８分目くらいま
で土を詰める。
苗を入れる穴を開け、
丁寧に植え替える。

本葉が4、5枚出たら畝
に植える。
バケツに水を用意する。
ポットを水に沈め、水を
吸わせてから植える。

本葉が10枚くらいになっ
たら、株元に堆肥をまき
土を寄せる。

①育ちが良い10株を種採り用に選ぶ。
②花が咲き、実が出来るまで収穫せずに残す。
③実が乾いてきたら刈り取る。束ねて風通しの良
い場所に吊るす。良く乾いたらシートの上でたた
いて種を取り出す。
④良く乾燥させ、密封して冷暗所で保管する。
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種採り

　・アブラナ科の野菜は連作すると病虫害が発生するので、輪作する

　・結球するものと、半結球のものがある

播種 移植 定植 追肥土寄せ 収穫

ハクサイ 葉菜類 アブラナ科
栽培のポイント
　・肥沃な土地を好むので、有機物で肥やした畑で育てる

　・密植すると病虫害が発生するので、株間を広く取り風通しを良くする

ハクサイの種

双葉

セルトレイ ポット 畝

畝幅100㎝

結球したハクサイを上
から押して、固くなって
きたら早めに収穫する。

種を一粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。
芽が出はじめたら寒冷
紗を取る。

本葉が出てきたらポット
に移植する。
ポットの８分目くらいまで
土を詰める。
苗を入れる穴を開け、丁
寧に植え替える。

本葉が4、5枚出たら畝
に植える。
バケツに水を用意する。
ポットを水に沈め、水を
吸わせてから植える。

本葉が10枚くらいになっ
たら、株元に堆肥をまき
土を寄せる。

①育ちが良い10株を種採り用に選ぶ。
②花が咲き、実が出来るまで収穫せずに残す。
③実が乾いてきたら刈り取る。束ねて風通しの良
い場所に吊るす。良く乾いたらシートの上でたた
いて種を取り出す。
④良く乾燥させ、密封して冷暗所で保管する。

株間60㎝

株間60㎝
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15 パクチョイ 葉菜類 アブラナ科
栽培のポイント

　・生育期間が短いので早く出荷できる

　・肥料が少ない土地でも育てやすい

　・密植すると病虫害が発生するので、株間を広く取り風通しを良くする

　・アブラナ科の野菜は連作すると病虫害が発生するので、輪作する

播種 定植 土寄せ 収穫 種採り

パクチョイの種

双葉

セルトレイ 畝

パクチョイの大きさが20㎝くらい
になったら収穫する。

種を１粒ずつセルトレイ
に蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。
芽が出はじめたら寒冷
紗を取る。

本葉が3，4枚になったら畝に植える。
定植時にセルトレイに下から水が染
み出るくらい水をかける。

本葉が５～６枚になったら株間の土
を根元に寄せる。
通気性と排水性が良くなり、株元が
しっかりし、良く育つ。

①育ちが良い20株を種採り用に選ぶ。
②花が咲き、実が出来るまで収穫せずに残す。
③実が乾いてきたら刈り取る。束ねて風通し
の良い場所に吊るす。良く乾いたらシートの上
でたたいて種を取り出す。
④良く乾燥させ、密封して冷暗所で保管する。

畝幅100㎝

株間30㎝
株間30㎝
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　・結球するものと結球しないもの、赤いもの、緑のものなど様々な品種がある

収穫

　・肥沃な土地を好むが、窒素肥料が多すぎると病虫害を受けやすいので、有機物で肥やした畑で育てる

　・雨に弱いので、標高が高く涼しい場所で乾季に育てる

　・密植すると病虫害が発生するので、輪作する

播種 移植 定植

レタス

種採り追肥土寄せ

葉菜類 キク科
栽培のポイント

レタスの種

双葉

セルトレイ ポット 畝

株間40㎝

株間40㎝

畝幅100㎝

結球したレタスを上から
押して、固くなってきたら
早めに収穫する。

レタスは発芽しにくいの
で、種を水に漬けて5日
間涼しい所に置く。
芽が出たら、種を一粒
ずつセルトレイに蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。芽
が出はじめたら寒冷紗
を取る。

本葉が出てきたらポット
に移植する。
ポットの８分目くらいまで
土を詰める。
苗を入れる穴を開け、丁
寧に植え替える。

本葉が4、5枚出たら畝
に植える。
バケツに水を用意する。
ポットを水に沈め、水を
吸わせてから植える。

本葉が10枚くらいに
なったら、株元に堆肥を
まき土を寄せる。

①育ちが良い株を種採り用に選ぶ。
②花が咲き、実が出来るまで収穫せずに残す。
③実が乾いてきたら刈り取る。束ねて風通しの良
い場所に吊るす。良く乾いたらシートの上でたた
いて種を取り出す。
④良く乾燥させ、密封して冷暗所で保管する。
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種採り

　・発芽時の乾燥に弱いので、芽が出るまで毎日水をやる

　・発芽時に光を必要とするので、薄く覆土する

播種 土寄せ 収穫

ニンジン 根菜類 セリ科
栽培のポイント

　・移植に向かないので直播する

　・地中深くに根を伸ばすので、畑を良く耕してから蒔く

種まきから１００日ほどで収穫できる。本葉が５～６枚になったら株元の土
を根元に寄せる。
通気性と保水性が良くなり、株元が
しっかりし、良く育つ。

畝を立てて、幅２㎝、深さ1
㎝の筋を引く。
筋の中に10㎝おきに２粒ず
つ種を蒔く。
種子を蒔いたら薄く覆土す
る。
発芽時の乾燥に弱いので、
水を毎日やる。

ニンジンの種

①育ちが良い10株を種採り用に選ぶ。
②花が咲き、実が出来るまで収穫せず
に残す。
③実が乾いてきたら刈り取る。束ねて
風通しの良い場所に吊るす。良く乾い
たらシートの上でたたいて種を取り出
す。
④良く乾燥させ、密封して冷暗所で保
管する。

畝
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18 エシャロット 根菜類 ヒガンバナ科
栽培のポイント

　・収穫したら全部を販売せずに、種用の球根を貯蔵する

　・収穫後１～２か月は芽が出ない（休眠期間）

種採り

　・雨に弱いので、畝を高くして乾季に育てる

　

播種 定植 土寄せ 収穫

エシャロットの種

株間20㎝

畝幅100㎝

株間20㎝

ポット 畝

球根を一粒ずつポットに
植える。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。
芽が出はじめたら寒冷
紗を取る。

15㎝に育ったら畝に植える。
バケツに水を用意する。
ポットを水に沈め、水を吸わせてから
植える。

20㎝に育ったら、株間の土を根元に
寄せる。
通気性と排水性が良くなり、株元が
しっかりし、良く育つ。

種まきから１００日ほどで収穫できる。 ①大きなエシャロットを種用に選ぶ。
②収穫後しばらく休眠状態に入るので、
すぐに植え付けしない。何束かまとめて
紐で縛り、冷暗所に吊るして保管する。

-42-



19 サツマイモ 根菜類 ヒルガオ科
栽培のポイント
　・種イモから芽出しをする。種イモから苗を取る

　・種イモからわき芽が出るので、何度も苗取りができる

収穫 種採り

　・収穫後１～２か月は芽が出ない（休眠期間）

芽出し 苗取り 植え付け 土寄せ つる返し

畑に木で枠を作り、もみ
殻を２０㎝敷く。
その上に10㎝土を入れ、
種用のサツマイモを半
分埋める。
サツマイモが見えなくな
るまでもみ殻で覆う。
芽が出てきたら毎日水
やりをする。

サツマイモの苗

葉を7枚まで伸ばす。
先端から5葉で切る。
切った苗は水を張った
バケツに入れて３日
ほど置き、根出しをす
る。

サツマイモは湿気を嫌う
ので、畝を高く作る。
30㎝おきに苗を植える。
茎が乾燥しないように、
手で土をよく押さえる。

サツマイモは草に埋も
れると大きくならない。
草が生えてきたら株元
に土寄せをする。

ツルが伸びてくると、茎
から根が出て栄養が分
散してしまう。
茎の途中から出た根を
土から抜き、ひっくり返
す。

①生育が良いサツマイモ
を種用に選ぶ。
②できるだけ涼しい場所
に保管する。
③水が湧かない場所が
あるなら、地面に深さ１
メートルほどの穴を掘っ
て貯蔵すると良い。

植え付けから４か月で
収穫できる。
蔓の根元を切り、スコッ
プや鍬で掘る。
日に当ててよく乾燥させ
る。

1
34

56
7

2

畝幅70㎝

株間30㎝

高さ50㎝

1m
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20 サトイモ 根菜類 サトイモ科
栽培のポイント

　・湿った土を好むので、敷き藁を敷いて乾燥をふせぐ

　・連作を嫌うので、一度栽培した場所には5年間作付けしない

種採り

　・土寄せを何度もして、イモを大きく育てる

　・収穫したら全部を販売せずに、種用のイモを貯蔵する

播種 土寄せ 収穫

畝を作ってイモを植える。
イモを40㎝おきに並べ、
土をしっかりかける。
里芋は乾燥に弱いので、
畝の上に藁や草を敷く。

種まきから150日で収穫できる。
地表の茎を切り、スコップやクワでイ
モを掘り起こす。

里芋は少しずつ土寄せをすることでイモが大きくなる。
植え付けから１か月後に1回目の土寄せ。
2か月後に２回目の土寄せ。
3か月後に３回目の土寄せをする。

サトイモの種イモ

３回目土寄せ１回目土寄せ ２回目土寄せ

株間
40㎝

深さ5-10㎝

覆土

①大きい子芋を種用に選ぶ。
②サトイモは乾燥に弱いので、水が
湧かない場所に穴を掘って、そこに
埋めて土をかけて保存する。
③種用のサトイモは、親芋から離さ
ずに、株のままさかさまにして貯蔵穴
に保存する。
穴に埋めたら、ワラと土をかける。

種芋＝子芋
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21 根菜類 ナス科
栽培のポイント

　・乾燥した場所で畝を高くして育てる

ジャガイモ

　・土寄せを何度もして、イモを大きく育てる

　・収穫したら全部を販売せずに、種用のイモを貯蔵する

　・トマトやナス、ピーマンと同じナス科なので、離れた場所で育てる

　・連作を嫌うので、一度栽培した場所には５年間作付けしない

播種 種採り収穫芽かき 土寄せ

①ジャガイモは日に当たると緑色になり
毒になる。
収穫後は日の当たらないところに広げ
て1週間乾燥させる。
②生育が良いジャガイモを種用に選ぶ。
大きいものはスが入っているので、60g
くらいのものを種用に選ぶ。
③乾燥後は、冷暗所に保存する。

植え付けから９０日で収穫できる。
スコップやクワでイモを掘り起こす。
日に当たって緑色になったジャガイモ
は毒なので食べてはいけない。

芽かきをしたらすぐに土寄せをする。
１回目の土寄せの後、３週間後に２回目の土寄
せをする。
ジャガイモは土寄せをすることでイモが大きくな
る。

ジャガイモの種イモ

１回目土寄せ ２回目土寄せ

30㎝

畝を作ってイモを30㎝
おきに植える。
土をしっかりかける。

芽が出そろったら、太く
て元気な茎を２～３本
残して、他の茎は取り
除く。
良い茎を一緒に抜かな
いように、株元を良く抑
えながら抜く。

畝幅70㎝
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22 トウモロコシ 穀物類 イネ科
栽培のポイント

　・肥料を多く必要とする作物なので、肥えた畑を選んで植える

　・虫がつきやすいので、畝間や株間を広くとって、虫が密集しないように工夫する

種採り

　・トウモロコシの根元に、カボチャやササゲなどを植えて畑の空間を有効に利用する

　・自家採種して、土地の気候や土質に適応したトウモロコシを育てる

　

播種 土寄せ 収穫

等間隔に、まっすぐ種ま
きするために紐を準備す
る。
長い紐に、50㎝おきに結
び目を付けておき、両端
を棒に結んでおく。
使わないときは、棒に紐
を巻き付けておく。

トウモロコシの種

トウモロコシの実につい
ているヒゲが茶色く枯れ
てきたら収穫時期。
実を手でつかんで、下
に折るように収穫する。

トウモロコシは、根の張りが浅く、風で倒れやすい
ので、生育中に２回程土寄せをして、根元をしっか
りさせる。
葉が５～６枚になったら１回目の土寄せ。
穂が出るころに２回目の土寄せをする。

畑に直播する。
畑に紐をピンと張り、むすびめのところに棒で穴を
あけて、１穴２粒ずつ種を蒔く。
種を蒔いたら土をかけて良く鎮圧する。
風通しを良くし病虫害を防ぐ。

株間50㎝株間70㎝

①育ちが良い株を選び
収穫せずに残す。
②実がカラカラに乾いた
ら収穫する。
③皮を紐で縛って、吊る
して干す。
④雨季になる前に、実
をはずして、密封して冷
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23

支柱立て

ササゲ 穀物類 マメ科

種採り播種

　・自家採種して、土地の気候や土質に適応したササゲを育てる

　・若い鞘も食べられるし、実も食べられる

栽培のポイント

収穫

　・ササゲは肥料の少ない土地でも良く育つ

　・暑さや乾燥に強い

　・連作をきらうので、一度栽培した場所には３年間作付けしない

定植

ササゲはポットに３粒種
を蒔く。
種が隠れるくらい覆土を
し水をたっぷりやる。
芽が出はじめたら寒冷
紗を取る。

本葉が出てきたら畑に定植する。
畝を作り、バケツに水を用意し、ポットごと水に沈
めたっぷり水を吸わせてから植える。

ササゲの種

親づるを大きく育てるた
めに、最初の数本は、
実が小さいうちに収穫す
る。
実が大きくなったら、早
めに収穫する。

ササゲは定植した後に、支柱を立てる。
枯れた葉や、葉が込み合っている場所は葉を切り
取る。

ポット 畝

株間50㎝

畝幅100㎝

①育ちの良いササゲの実
を選び収穫せずに残してお
く。
②実が乾いて茶色になった
ら収穫する。
③実を割って種を取り出す。
④種を良く乾燥させ、密封
して冷暗所に保管する。
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